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市民病院だより
大崎市民病院理念・基本方針

【病院理念】
～市民が安心できる医療の提供～

【基本方針】
市民に適切な医療の提供
地域に貢献する医療の構築

健全経営の確保

①

問　経営企画課経営戦略係　☎２３- ３３１１

ＧＣＵの様子

新生児治療回復室（GCU）を開設しました

　６月から、本院４階南病棟に新生児治療回復室（GCU）６床を開設し

ました。新生児治療回復室とは、新生児集中治療室（NICU）で治療を受

け、状態の安定した未熟児等の新生児の経過を観察するための治療室で

す。すでに開設している NICU や産科と合わせて、県北の周産期医療体制

の充実を図っていきます。

※写真の赤ちゃんは人形です
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母
乳
育
児
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

■
日　

時　

９
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

■
受　

付　

午
後
１
時
か
ら
午
後
１
時
30
分

■
会　

場　

大
崎
市
民
病
院
本
院　

３
階
会
議
室

■
テ
ー
マ　

①
お
父
さ
ん
の
育
児
参
加
に
つ
い
て

②
母
乳
で
育
て
る
お
母
さ
ん
の
悩
み
と
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
子
育
て
協
力
に
つ
い
て
③
助
産
師
・
保

健
師
・
保
育
士
等
の
母
乳
育
児
支
援
連
携
体
制
に

つ
い
て
④
卒
乳
で
悩
む
お
母
さ
ん
へ
の
寄
り
添
い

方
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

■
申
込
み
方
法　

①
氏
名　

②
電
話
番
号　

③
職
業　

④
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
希
望
テ
ー
マ
を
第
２
希
望
ま
で
記
載

し
、
９
月
18
日
（
水
）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問　

臨
床
支
援
室　

☎
㉓
‐
３
３
１
１　
　

　
　
（
内
線
１
２
０
２
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　

㉓
‐
５
３
８
０

E-M
ail　

ishijim
u@
h-osaki.jp

医
療
型
短
期
入
所
事
業

■
医
療
型
短
期
入
所
事
業
と
は

　

在
宅
に
お
い
て
、
重
症
心
身
障
が
い
児
者
の
介

護
を
行
う
人
が
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
一

時
的
に
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に
、
短
期

的
に
児
童
等
が
施
設
へ
入
所
し
、
医
療
に
よ
る
管

理
の
も
と
で
介
護
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。

■
開
始
日　

10
月
１
日
か
ら

■
場　

所

〈
大
崎
市
民
病
院
本
院
〉

対
象
：
原
則
15
歳
未
満
の
重
症
心
身
障
が
い
児

入
所
定
員
：
１
人
（
空
床
利
用
型
）

〈
鹿
島
台
分
院
〉

対
象
：
15
歳
以
上
の
重
症
心
身
障
が
い
児
者
（
障

害
支
援
区
分
５
・
６
）

入
所
定
員
：
１
人
（
空
床
利
用
型
）

■
対
象
者

県
北
地
域
（
大
崎
市
、
登
米
市
、
栗
原
市
、
色
麻

町
、
加
美
町
、
涌
谷
町
、
美
里
町
）
に
居
住
し
、

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
「
短
期
入
所
（
重
心
）」

又
は
「
短
期
入
所
（
療
養
介
護
）」
の
支
給
決
定

を
受
け
て
い
る
重
症
心
身
障
が
い
児
者

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
対
象
者
あ
て
に
通

知
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
開
催
日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

■
場　

所　

大
崎
市
民
病
院
本
院　

１
階
・
２
階

■
内　

容　

ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
縁
日
（
水
ヨ
ー
ヨ
ー

釣
り
・
輪
投
げ
等
）、
屋
外
展
示
（
消
防
車
・
パ

ト
カ
ー
の
展
示
）、
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
血
管
年
齢

検
査
・
お
医
者
さ
ん
看
護
師
に
大
変
身
等
）、
院

内
見
学
ツ
ア
ー
な
ど

皆
様
の
ご
来
場
を
ぜ
ひ
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
鳴
子
温
泉
分
院
の
建
設

②

　

令
和
３
年
度
６
月
の
開
院
を
目
指
し
て

い
る
鳴
子
温
泉
分
院
新
病
院
の
建
設
事
業

進
捗
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。

■
進
捗
状
況

　

昨
年
5
月
か
ら
9
月
ま
で
の
間
に
、
地

域
住
民
と
協
働
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

4
回
開
催
し
、
基
本
計
画
を
10
月
に
策
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、そ
の
基
本
計
画
を
基
に
、

今
年
３
月
に
基
本
設
計
を
完
成
さ
せ
、
現
在

は
、
実
施
設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
基
本
設
計
の
概
要

　

建
物
の
敷
地
は
、　

現
在
の
病
院
西
側
駐

車
場
及
び
職
員
宿
舎
の
一
部
を
含
む
範
囲
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

１
階
に
は
外
来
部
門
の
ほ
か
、
放
射
線
部

門
、
検
査
部
門
、
事
務
室
等
を
配
置
し
、
２

階
に
は
40
床
の
病
棟
や
薬
剤
部
門
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
を
配
置
し
ま
す
。

　

利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
雨
に
ぬ
れ

る
こ
と
な
く
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
位
置
に
車

椅
子
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
が
安
全
か
つ
円
滑
に

運
行
で
き
る
外
構
計
画
と
し
ま
し
た
。ま
た
、

内
装
仕
上
げ
の
一
部
に
は
地
場
木
材
を
利
用

す
る
等
、地
元
資
源
を
活
用
す
る
予
定
で
す
。

■
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
実
施
設
計　

今
年
10
月
ま
で

②
建
設
工
事　

令
和
2
年
2
月
～
令
和
3
年

3
月

問
　
地
域
医
療
連
携
室　

☎
㉓
‐
３
３
１
１

　
　
（
内
線
１
２
０
２
）

問
　
総
務
課
総
務
係　

☎
㉓-

３
３
１
１

問　総務課総務係　☎２３ ‐ ３３１１

問
　
鳴
子
温
泉
分
院
管
理
課

　
　

☎
�
‐
２
３
１
１

お  

知  

ら  

せ

新病院イメージ図
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７
月
12
日（
金
）に
「
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
市
立
宇
和
島
病
院
へ
伝
え
た
い
」

と
題
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
ま
し
た
。
姉
妹
病
院
で
あ
る
市
立

宇
和
島
病
院
か
ら
は
梶か
じ

原わ
ら

伸し
ん

介す
け

院
長
を
は

じ
め
４
人
の
方
に
お
越
し
頂
き
、
市
立
宇

和
島
病
院
の
防
災
対
策
の
現
状
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
東
日
本
大
震
災
の
全
体
像
を

伝
え
る
た
め
、
新し
ん

谷や

史ふ
み

明あ
き

い
わ
き
市
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長
に
原
発
災
害
を
含
む
複
合

災
害
に
つ
い
て
、
石い
し

井い

正
た
だ
し

東
北
大
学
病

院
教
授
に
沿
岸
部
に
お
け
る
災
害
対
応
経

﹄験
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
今い
ま

泉い
ず
み

秀ひ
で

樹き

副
院
長

に
当
院
に
お
け
る
被
災
経
験
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
使
用
し
て
市
立
宇

和
島
病
院
に
配
信
し
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
か
必
ず
来
る
も
の
。
自
分

た
ち
の
災
害
対
策
を
都
度
見
直
し
、
万
全

の
体
制
整
備
が
必
要
だ
と
再
認
識
し
た
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
。

東 日 本 大 震 災 の 経 験 を 伝 え た い
問　総務課総務係　☎２３- ３３１１）

本院では、毎年８月の古川まつりに合わせて、七夕飾り
をほなみモールに展示しています。今年も院内の各部署ご
とにデザイン作成を行い、院内ボランティアの皆さんと職
員が協力して飾り付けをしました。
　今回の七夕飾りは、古川第五小学校の６年生の皆さんに
もスマイルプロジェクトの一環として飾りの制作を行って
もらいました。また、新たに院内保育所あいあいの園児に
も制作してもらい、ほなみモールはとてもにぎやかになり
ました。

　8 月 3 日（土）第 9 回市民公開講座を開催しました。今
回は「糖尿病を知ろう」をテーマとして、当院の糖尿病・
代謝内科医師や理学療法士、栄養管理士が講師となり、糖
尿病の原因や予防についての説明のほか、自宅でできるエ
クササイズや、高血糖を予防する食事についての講座を行
いました。
　次回は，「救急医療」をテーマに下記のとおり開催を予定
しています。
■日　時　９月１４日（土）　午前１０時～１１時３０分
■場　所　大崎市民病院本院　３階会議室
■定　員　先着５０名
■申込み　９月１０日（火）まで電話または、氏名・参加
　　　　　人数・電話番号を記入した FAX かメールでお申
　　　　　込みください。
　　　　　E-mail　soumu-och@h-osaki.jp

③

問　総務課総務係　☎２３- ３３１１
　　　　　　　　　℻２３- ５３８０
　　　　　　　　　

七夕飾り市民公開講座を開催しました

当院の作品「七夕飾り」
▲講師　薄井医師
　「糖尿病を知ろう」

問　総務課総務係　☎２３ ‐ ３３１１

▲パネルディスカッションの様子

▲梶原市立宇和島病院院長のあいさつ

▲血糖値測定
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正 職 員 募 集
職種 募集人員 職務の内容 受験資格

行政職
上 級 試 験

（大学卒業程度）
若干名 一般事務

①平成２年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた人
②平成１０年４月２日以降に生まれた人で、学校教育法による
大学（短期大学を除く）を卒業した人、または令和２年３月ま
でに卒業する見込みのある人

１　募集人数・受験資格

２　試験日・受付期限
　　　試験日 受付期限 申込方法

１０月２０日（日）

９月２０日（金）１７時１５分まで
必着
※当日消印有効ではありませんの
で、注意してください。

応募書類（受験申込書、履歴書）に必要事項を自筆で記
入の上、２２２円分の切手を同封し持参または簡易書留
郵便などの確実な方法で送付してください。

３　応募書類
①郵送で請求　郵送で請求する場合は、１４０円切手を貼った返信用封筒（角形２号）
　                      に郵便番号、住所、氏名を記入し同封してください。
②ダウンロード　当院ウェブサイトからダウンロード可能です。
　　　　　　　※ウェブサイトへは右側の QR コードからお進みください。

  非 常 勤 職 員 募 集
職種 職務 勤務日 勤務時間 雇用期間 報酬

医療クラーク
本院に勤務し、医師の指示に
より医療文書作成補助、電子
カルテ代行入力業務等を行う。

月曜日～金曜日
9:00~17:00

週３５時間
令和2年3月31日
まで

月額１５２，３００円

メディカル
アシスタント

本院外来に勤務し、医療行為に
当たらない診察補助、診察・処
置・検査の介助等の業務を行う。

月曜日～金曜日
9:00~17:00

週３５時間
令和2年3月31日
まで

月額１４７，０００円

応募資格　Word・Excel のパソコン操作ができる方。病院未経験者でも可。年齢は問いません。
選考方法　面接試験
応募書類　次の書類を当院ウェブサイトからダウンロードしてください。
              ※ウェブサイトへは右側の QR コードからお進みください。
①受験申込書　②履歴書
< 申込み・問合せ先 >
大崎市民病院　経営管理部人事厚生課人事係
宮城県大崎市古川穂波三丁目８番１号　☎２３－ 3311　内線 3603・3604

１　職務・雇用期間

２　応募資格・応募書類

病院事業職員を募集します


